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〜
有
限
会
社　

は
り
ま
十
水
堂
〜

（
太
子
町
）

■県連合会Letter 2 頁
・商工会管理者研修会（第 2回事務局連絡会議）
・SHIFT 操作研修会
・外国人研修・技能実習事業に係る研修会
■あなたのまちの元気な企業（太子町） 3 頁
■商工会Letter 4 ～ 7 頁
・アフリカからの研修生を受入れ（福崎町商工会）
・ 園田学園女子大学との地域活性化事業に係る覚
書調印式（丹波市商工会）
・「あったか加東冬のまつり2010」（加東市商工会）
・「椋の木フォーラム」を開催（たつの市商工会）
・ 湯村温泉キャラクター「湯

ゆ

～たん」誕生！（温
泉町商工会）
・IT経営気づき研修会（三田市商工会）
・ 女性部PRパンフレット「はいりんされへん？」
発行！（養父市商工会女性部）
・平成二十一年度地域資源∞全国展開プロジェクト
　「TANTO-LIFE」を全国へ（但東町商工会）

　

太
子
町
で
地
域
の
食
材
と
製
法
に
こ
だ
わ
り
、
佃

煮
を
製
造
す
る
有
限
会
社
は
り
ま
十
水
堂
（
代
表
取

締
役
・
吉
田
晃
氏
）。
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
土
地
に

製
造
工
場
を
構
え
、
と
れ
た
て
の
い
か
な
ご
を
高
圧

釜
で
調
理
し
、
看
板
商
品
で
あ
る
「
い
か
な
ご
の
釘

煮
」
を
無
添
加
で
製
造
し
て
い
る
。

　
「
い
か
な
ご
の
釘
煮
」
は
神
戸
と
播
磨
地
方
の
名

物
で
、
発
祥
は
神
戸
市
垂
水
区
。
明
石
の
漁
師
が
大

量
に
と
れ
た
「
い
か
な
ご
」
を
保
存
用
に
炊
い
て
み

た
こ
と
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
美
味
し
い
も
の

を
届
け
た
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
な
ら
で
は
の

味
を
全
国
の
食
卓
に
届
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
関
連
記
事　

三
頁
）

▲吉田晃社長（中央）と従業員のみなさん

▲春の風物詩「いかなごの釘煮」
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県
連
合
会
は
、
二
月
五
日
、
神
戸

市
・
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘
に

お
い
て
、
商
工
会
事
務
局
代
表
者
三

十
九
名
の
参
加
を
得
て
商
工
会
管
理

者
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
研
修
と
し
て
、
兵
庫
県
公

社
等
経
営
評
価
委
員
会
委
員
長
（
兵

庫
県
立
大
学
教
授
）
佐
竹
隆
幸
氏
よ

り
「
公
社
等
の
経
営
評
価
と
今
後
の

補
助
金
交
付
団
体
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、「
第
二
回
事
務
局
連
絡

会
議
」
を
開
催
し
、「
こ
う
の
と
り

大
使
」
就
任
へ
の
周
知
等
、
県
連
合

会
か
ら
の
報
告
事
項
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
四
月
よ
り
実
施
す
る

「
商
工
会
職
員
の
県
連
帰
属
化
」
に

つ
い
て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

手
続
き
を
、
事
務
局
よ
り
説
明
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
県
女
性
連
で
も
、
本
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
、
女
性
部
員
が
自
社

情
報
等
を
発
信
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

　

県
連
合
会
は
、
二
月
九
日
、
県
商

工
会
館
に
お
い
て
「
外
国
人
研
修
・

技
能
実
習
事
業
に
係
る
研
修
会
」
を

実
施
。
当
該
十
商
工
会
か
ら
担
当
者

十
二
名
が
出
席
し
た
。

　

平
成
二
年
の
要
件
緩
和
以
来
、
商

工
会
が
、
中
小
企
業
の
外
国
人
研
修

生
を
受
け
入
れ
る
際
の
事
業
実
施
団

体
と
な
っ
て
き
た
が
、
平
成
二
十
二

年
七
月
施
行
の
「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
」
改
正
に
伴
い
、
そ
の

責
務
や
手
続
き
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
と
な
っ
た
。そ
こ
で
本
研
修
会
は
、

関
係
法
令
へ
の
適
切
な
対
応
策
に
つ

い
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
。

　

ま
ず
、
兵
庫
労
働
局
職
業
安
定
部

需
給
調
整
事
業
課
指
導
係
長
の
山
下

雅
美
氏
が
「
職
業
安
定
法
に
係
る
職

業
紹
介
事
業
適
用
へ
の
対
応
、
手
続

き
に
つ
い
て
」
を
説
明
。
続
い
て
、

全
国
連
企
業
支
援
部
企
業
環
境
整
備

課
長
の
佐
々
木
淳
氏
ら
が
「
外
国
人

技
能
実
習
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
〜
商
工
会
と
し
て
の
対
応
〜
」

を
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
連
合
会
の
前
田
欣
也

主
任
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
座
長

と
な
り
、全
国
連
同
席
の
中
、各
地
域

の
問
題
点
や
実
態
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
、今
後
の
課
題
を
整
理
し
た
。

▲講演を行う兵庫県立大学教授・佐竹隆幸氏

４
月
の
こ
よ
み

13
日
㊋　

県
女
性
連
理
事
会
等

14
日
㊌　

 

県
青
連
正
副
会
長
会
・

理
事
会
・
監
事
会

27
日
㊋　

 

県
女
性
連
通
常
総
会
・

幹
部
講
習
会
等

28
日
㊌　

監
事
会

５
月
の
こ
よ
み

７
日
㊎　

 

県
青
連
通
常
総
会
・

幹
部
講
習
会

10
日
㊊　

正
副
会
長
会

14
日
㊎　

第
一
回
理
事
会

28
日
㊎　

第
四
十
九
回
通
常
総
会

31
日
㊊　

全
国
連
通
常
総
会

主な行事予定

補
助
金
交
付
団
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

〜
商
工
会
管
理
者
研
修
会

（
第
2
回
事
務
局
連
絡
会
議
）〜

〜
簡
易
H
P
作
成
ツ
ー
ル
の

利
用
法
を
学
ぶ
〜

S
H
I
F
T
操
作
研
修
会

　

県
連
合
会
は
、
二
月
四
日
、
県
商

工
会
館
に
て
職
員
を
対
象
に
S
H
I

F
T
操
作
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

S
H
I
F
T
と
は
、
簡
易
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
ツ
ー
ル
で
、
全
国
商
工

会
連
合
会
が
、
全
国
の
小
規
模
事
業

者
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
構
築
し

た
「
百
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で

利
用
さ
れ
る
事
業
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
あ
る
。

　

簡
単
な
操
作
手
順
を
覚
え
れ
ば
、

知
識
が
な
い
人
で
も
簡
単
に
H
P
を

作
成
で
き
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
開

設
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
利
用
料

も
不
要
で
、
会
員
事
業
所
の
自
社

P
R
手
段
と
し
て
県
下
商
工
会
で
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
く
。

制
度
改
正
に
伴
う
意
見
交
換
を
実
施

〜
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習

事
業
に
係
る
研
修
会
〜

▲SHIFT を操作する参加者たち

▲外国人技能実習事業についての説明
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事
業
の
概
要
・
変
遷
に
つ
い
て

　

代
表
取
締
役
の
吉
田
晃
氏
は
、
食

品
加
工
会
社
を
退
職
後
、
昭
和
三
十

八
年
に
現
在
の
た
つ
の
市
で
創
業

し
、「
い
か
な
ご
の
釘
煮
」
を
中
心

と
し
た
惣
菜
を
製
造
し
て
い
る
。
昭

和
六
十
年
に
は
、
事
業
を
拡
大
す
る

た
め
、
太
子
町
に
店
鋪
を
構
え
、
有

限
会
社
は
り
ま
十
水
堂
を
設
立
し

た
。
創
業
当
時
は
小
さ
い
鍋
を
い
く

つ
か
並
べ
て
い
か
な
ご
を
炊
い
て
い

た
が
、
大
量
生
産
す
る
た
め
、
平
成

十
年
に
網
干
漁
港
の
近
く
に
製
造
工

場
を
新
設
し
た
。
そ
こ
で
一
度
に
四

十
キ
ロ
の
佃
煮
を
炊
け
る
大
型
の
高

圧
釜
を
設
え
、
と
れ
た
て
の
い
か
な

ご
を
す
ぐ
に
調
理
で
き
る
体
制
を
整

え
た
。

　

店
頭
販
売
の
他
に
、
百
貨
店
・

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
観
光
案
内

所
・
旅
館
等
に
商
品
を
卸
し
て
い

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
販
売
も
手
が

け
て
い
る
が
、
従
来
の
通
信
販
売
で

の
売
上
が
最
も
多
く
、
関
東
方
面
か

ら
の
注
文
も
多
い
。

主
な
製
品
や
今
後
の
取
り
組
み

　

看
板
商
品
で
あ
る
「
い
か
な
ご
の

釘
煮
」
は
、
無
添
加
で
こ
だ
わ
り
の

食
材
を
使
っ
て
丁
寧
に
生
産
し
て
い

る
。
一
般
的
に
は
調
味
料
に
み
り
ん

や
水
あ
め
を
入
れ
る
が
、
た
つ
の
市

特
産
の
醤
油
と
ざ
ら
め
糖
の
み
で
調

理
し
て
い
る
の
で
、
魚
同
士
が
く
っ

つ
か
ず
離
れ
や
す
い
。
新
鮮
な
う
ち

に
炊
き
上
げ
な
け
れ

ば
、
折
れ
た
り
つ
ぶ

れ
た
り
す
る
た
め
、

炊
く
方
法
に
も
コ
ツ

が
あ
る
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
食

べ
や
す
い
と
好
評

で
、
旬
の
三
〜
四
月

頃
に
は
、
近
隣
の
住

人
が
匂
い
に
誘
わ
れ

て
、
炊
き
た
て
を
買
い
に
来
る
。
い

か
な
ご
は
春
先
に
瀬
戸
内
へ
回
遊
し

て
く
る
ス
ズ
キ
科
の
背
の
青
い
小
魚

で
、
地
域
な
ら
で
は
の
春
の
風
物
詩

で
あ
る
。
と
れ
る
時
期
に
よ
っ
て
大

き
さ
も
異
な
り
、
シ
ョ
ウ
ガ
入
り
・

山
椒
入
り
・
シ
ソ
入
り
・
ゆ
ず
入

り
・
神
戸
牛
肉
入
り
等
、
様
々
な
種

類
を
製
造
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
穴
子
・
か
き
・
ち

り
め
ん
・
柳
え
び
・
茎
わ
か
め
等
、

季
節
に
応
じ
た
新
鮮
な
食
材
で
佃
煮

を
製
造
し
て
お
り
、
こ
だ
わ
り
の
商

品
を
よ
り
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
も

ら
う
た
め
、
積
極
的
に
販
路
開
拓
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在

は
姫
路
城
を
印
刷
し
た
箱
の
採
用
を

検
討
し
て
お
り
、
播
磨
地
域
の
お
土

産
と
し
て
よ
り
一
層
定
着
を
図
り
た

い
。経

営
理
念
に
つ
い
て

　

経
営
理
念
は
「
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
、
美
味
し
い
も
の
を
届
け
た
い
」

で
あ
る
。

　

輸
送
技
術
や
保
存
技
術
は
日
を
追

う
ご
と
に
進
歩
し
、
同
社
一
番
の
人

気
商
品
で
あ
る「
い
か
な
ご
の
釘
煮
」

も
全
国
各
地
に
配
送
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
商
品

は
気
候
や
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
不
漁
に
な
る
と
値
段
を
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
。
昨
年
と
一
昨
年
は
い

か
な
ご
が
不
漁
で
、
仕
入
れ
値
が
二

〜
三
倍
と
高
騰
し
、
販
売
量
を
減
ら

さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
埋
め
立
て

地
や
海
流
の
変
化
、
温
暖
化
の
影
響

で
、
い
か
な
ご
の
漁
場
が
刻
々
と
変

化
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
庶
民

の
味
だ
っ
た
い
か
な
ご
が
高
級
魚
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
地

域
資
源
で
あ
る「
い
か
な
ご
の
釘
煮
」

を
大
切
に
語
り
継
い
で
い
き
た
い
。

地
域
に
対
す
る
思
い

　

太
子
町
に
は
有
名
な
特
産
品
が
少

な
い
の
で
、
地
域
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
勉
強
し
て
工
夫
し
、
太
子
町
ら
し

い
も
の
を
創
出
し
た
い
。
全
国
的
に

景
気
が
低
迷
し
て
い
る
時
だ
か
ら
こ

そ
、
熱
意
と
意
欲
を
持
っ
て
努
力
し

た
い
。
太
子
町
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
名
産
が
あ
り
、
旧
国
道

が
町
の
真
ん
中
を
走
っ
て
い
る
の

で
、
利
便
性
も
い
い
。

商
工
会
に
期
待
す
る
こ
と

　

商
工
会
に
は
P
L
保
険
・
共
済
・

融
資
等
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

商
工
会
に
加
入
し
、
小
規
模
事
業
者

が
集
っ
て
い
る
の
で
、
会
員
を
ま
め

に
訪
問
し
、
率
先
し
て
太
子
町
の
観

光
資
源
や
名
産
を
P
R
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
会
員
は
地
域
の
た
め
に
な

る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
喜
ん
で
参
加
す

る
と
思
う
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑯

有
限
会
社　

は
り
ま
十
水
堂

〜
太
子
町
〜

▲姫路城が印刷された新パッケージ

企業概要
①企業名　有限会社はりま十水堂
②代表者　吉田　晃
③住所　〒671-1561 兵庫県揖保郡太子町鵤466-4
④電話　079-276-4602
　FAX　079-276-5549
⑤URL　http://www.ikanago.com/
⑥資本金　300万円
⑦創業年　1963年
⑧従業員　９名
⑨商工会員歴　25年

▲佃煮を炊く吉田晃社長
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国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
か

ら
委
託
を
受
け
た
太
平
洋
人
材
交
流

セ
ン
タ
ー
（
P
R
E
X
）
に
よ
る
地

域
別
研
修
「
ア
フ
リ
カ
地
域
中
小
零

細
企
業
の
経
営
改
善
に
向
け
た
生
産

性
向
上
」
と
い
う
事
業
が
福
崎
町
で

行
わ
れ
、
ア
フ
リ
カ
六
ヵ
国
の
政
府

職
員
や
企
業
の
代
表
者
ら
十
名
が
、

福
崎
町
役
場
、
福
崎
町
商
工
会
、
も

ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。

　

町
役
場
で
は
、町
を
P
R
す
る「
フ

ク
ち
ゃ
ん
」「
サ
キ
ち
ゃ
ん
」
の
着

ぐ
る
み
で
歓
迎
さ
れ
、
嶋
田
正
義
町

長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
ア
フ
リ
カ
で
は
国
が
中
小
企
業

支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は

地
方
自
治
体
や
商
工
会
が
、
地
域
密

着
型
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
が
大

変
参
考
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
商
工
会
を
訪
問
し
、
後

藤
雅
一
会
長
挨
拶
の
後
、
役
場
、
商

工
会
等
の
職
員
か
ら
町
内
の
案
内
や

中
小
企
業
支
援
機
関
と
し
て
の
役

割
、
地
場
産
業
の
振
興
策
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。参
加
者
は
、町
・

商
工
会
・
農
協
の
連
携
に
よ
る
「
む

ら
お
こ
し
事
業
」
に
大
変
興
味
を
示

し
た
。
会
場
に
は
職
員
手
作
り
に
よ

る
看
板
、
各
国
の
国
旗
や
英
語
標
記

な
ど
、
心
の
こ
も
っ
た
歓
迎
ぶ
り
が

見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
町
の
特

産
で
あ
る
「
も
ち
む
ぎ
」
を
使
っ
た

商
品
を
製
造
・
販
売
す
る
も
ち
む
ぎ

食
品
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昼
食
に
も
ち

む
ぎ
を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
い
、「
も

ち
む
ぎ
麺
」
の
工
場
や
製
造
工
程
な

ど
を
視
察
し
た
。

　

今
年
度
は
福
崎
町
の
他
、
日
高
町

で
も
同
機
構
か
ら
の
視
察
研
修
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ

カ
の
研
修
生
が
ポ
リ
袋
製
造
会
社
の

工
場
の
機
械
配
置
や
製
造
過
程
を
見

学
し
た
。
今
後
も
商
工
会
が
中
心
と

な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
企

業
連
携
な
ど
の
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
る
。

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

▲地域活性化に向けて、協同連携の覚書を交わした ▲特産品のもちむぎに興味津々の参加者たち

　

丹
波
市
商
工
会（
村
上
康
充
会
長
）

で
は
、
二
月
八
日
に
丹
波
市
長
の
辻

重
五
郎
氏
、
県
連
合
会
の
木
南
岩
男

会
長
立
会
い
の
も
と
、
同
商
工
会
館

に
お
い
て
園
田
学
園
女
子
大
学
（
尼

崎
市
）
の
今
井
章
子
学
長
と
「
協
同

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
に
係

る
覚
書
」
の
調
印
式
を
行
っ
た
。

　

こ
の
覚
書
は
、
同
商
工
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
資
源
を
生
か
し
た

特
産
品
開
発
事
業
を
支
援
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
大
学
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
素
材
の
品

質
や
、
朝
廷
等
へ
献
上
し
て
き
た
歴

史
を
商
品
の
価
格
に
転
嫁
す
る
取
り

組
み
を
図
る
。

　

今
後
は
大
学
で
洋
菓
子
職
人
や
管

理
栄
養
士
を
目
指
す
若
い
学
生
の
声

を
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
反

映
し
、
市
場
性
の
あ
る
商
品
開
発
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　

契
約
期
間
は
三
年
間
で
、丹
波
栗
・

小
豆
・
黒
豆
等
の
食
材
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
の
開
発
や
シ
カ
肉
の
特
性
を

活
か
し
た
飲
食
店
等
の
メ
ニ
ュ
ー
づ

く
り
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
黒

ゴ
マ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
新
し

い
資
源
の
商
品
開
発
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
計
画
的
に
研
究
を
進
め
て
い

く
。

ア
フ
リ
カ
か
ら
の
研
修
生
を
受
入
れ

〜
福
崎
町
商
工
会
〜

特
産
品
開
発
な
ど
に
若
い
感
性
を
生
か
し
て

園
田
学
園
女
子
大
学
と
の
地
域
活
性
化
事
業
に
係
る
覚
書
調
印
式

〜
丹
波
市
商
工
会
〜
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加
東
市
商
工
会（
藤
井
悦
治
会
長
）

は
、
寒
い
冬
に
こ
そ
、
賑
わ
い
を
作

り
出
し
、
人
の
交
流
に
よ
る
温
も
り

と
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら

お
う
と
、
二
月
十
四
日
に
「
あ
っ
た

か
加
東
冬
の
ま
つ
り
2
0
1
0
」
を

開
催
し
た
。　

地
域
資
源
の
発
信
と

し
て
始
め
ら
れ
た
地
元
二
社
の
酒
蔵

に
よ
る
蔵
ま
つ
り
会
場
で
は
、
搾
り

た
て
の
新
酒
と
蔵
見
学
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
お
客
様
で
例
年
以
上
に
賑

わ
っ
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
、
会
員
企
業
の

参
加
も
増
え
、
特
産
品
や
地
場
産
業

な
ど
多
く
の
出
店
者
で
活
気
に
溢
れ

て
い
た
。
青
年
部
に
よ
る
B
級
グ
ル

メ
試
作
販
売
や
女
性
部
の
人
気
コ
ー

ナ
ー「
ワ
ク
ワ
ク
お
ひ
な
さ
ま
体
験
」

に
も
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
加
東
の

魅
力
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
昨
年
十
月
に
発
売

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
付
与
し

た
「
お
楽
し
み
抽
選
券
大
抽
選
会
」

を
同
時
に
開
催
。加
東
市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
で
あ
る
「
加
東
伝
の
助
」
も
登
場

し
て
、
抽
選
会
場
に
入
り
き
れ
な
い

ほ
ど
の
商
品
券
購
入
者
が
集
ま
っ
た
。

　

年
々
、
来
場
者
も
増
え
て
お
り
、

活
気
と
賑
わ
い
で
春
を
先
取
り
す
る

よ
う
な
「
あ
っ
た
か
」
な
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。

▲「加東伝の助」も見守る「お楽しみ抽選券大抽選会」▲満員御礼のフォーラム会場

兵庫県信用保証協会 
CREDIT GUARANTEE CORPORATION OF HYOGO-KEN

TEL 078-393-3900（代表）
〒651-0195 神戸市中央区浪花町62番地の1

http://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp

　

温
泉
町
商
工
会
（
北
村

譲
次
会
長
）
で
は
、
平
成

二
十
一
年
度
地
域
資
源
∞

全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
を
実
施
し
、
湯
村
温

泉
を
P
R
す
る
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
募

し
、
温
泉
卵
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
「
湯ゆ

〜
た
ん
」
に

決
定
し
た
。
一
般
公
募
八

十
二
作
品
の
中
か
ら
「
名

物
の
温
泉
卵
を
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
に
表

現
し
て
い
る
」
と
し
て
選
ば
れ
た
。

　
「
湯ゆ

〜
た
ん
」
は
豊
岡
市
の
会
社

員
、
西
村
斉
敏
氏
の
作
品
で
、
温
泉

街
の
シ
ン
ボ
ル
で
日
本
屈
指
の
高
温

源
泉
「
荒
湯
」
の
精
霊
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
頭
に
「
ゆ
む
ら
」
と
書

か
れ
た
タ
オ
ル
を
乗
せ
、
た
る
の
中

の
湯
に
浸
か
っ
て
い
る
。
ほ
お
を
ほ

ん
の
り
と
染
め
、
手
に
は
旅
館
で
貸

し
出
し
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
湯

た
ん
ぽ
を
持
っ
て
い
る
。

　

同
商
工
会
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品

の
製
作
も
予
定
し
て
お
り
、
湯
村
温

泉
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
期
待
し
て
い

る
。

　

た
つ
の
市
商
工
会
（
木
南
岩
男
会

長
）
で
は
、
二
月
二
十
日
に
新
宮
公

民
館
で
「
椋
の
木
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
、
市
内
外
か
ら
約
六
百
名
が

参
加
し
た
。

　

同
商
工
会
で
は
、
新
宮
八
幡
神
社

境
内
の
樹
齢
四
百
年
の
椋
の
木
を
活

か
し
た
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市
民
の
参
画
と

協
働
を
育
む
意
識
改
革
を
、
多
方
面

か
ら
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企

画
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
椋
を
使
っ
た

ベ
ン
チ
や
お
菓
子
、
絵
本
製
作
等
の

事
例
が
紹
介
さ
れ
、
全
国
各
地
の
農

業
を
軸
に
地
域
活
性
化
の
研
究
を
し

て
い
る
高
野
孟は
じ
め
氏
の
講
演
が
あ
っ

た
。
八
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
座
談

会
も
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

井
戸
敏
三
県
知
事
と
丸
山
和
也
参
議

院
議
員
が
参
加
し
た
。
両
名
は
新
宮

〜
熱
気
と
盛
り
上
が
り
で
春
を
先
取
り
〜

「
あ
っ
た
か
加
東
冬
の
ま
つ
り
2
0
1
0
」

〜
加
東
市
商
工
会
〜

▲湯村温泉PRキャラクター「湯
ゆ

～たん」

湯
村
温
泉
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
湯ゆ

〜
た
ん
」
誕
生
！

〜
温
泉
町
商
工
会
〜

ゆ

小
学
校
の
同
級
生
で
あ
り
、
椋
の
木

は
新
宮
小
学
校
旧
校
庭
の
シ
ン
ボ
ル

樹
だ
っ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は
椋
の
木
や

故
郷
へ
の
思
い
、
地
域
の
活
性
化
な

ど
に
つ
い
て
語
り
、
約
二
時
間
の
座

談
会
は
盛
会
に
終
了
し
た
。

椋
の
木
を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

「
椋
の
木
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

〜
た
つ
の
市
商
工
会
〜
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午
前
は
、
I
T
活
用
事
例
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
午
後
は
、

情
報
発
信
力
の
強
化
を
目
指
し
た
簡

易
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ツ
ー
ル

（
S
H
I
F
T
）
の
導
入
を
希
望
さ

れ
る
事
業
所
を
対
象
と
し
た
操
作
体

験
実
習
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
日
頃
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る

機
会
の
少
な
い
受
講
者
も
見
ら
れ
た

が
、
講
師
の
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、

順
調
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

同
商
工
会
で
は
、
事
業
所
P
R
を

登
録
で
き
る
ツ
ー
ル「
S
H
I
F
T
」

　

三
田
市
商
工
会（
日
下
隆
三
会
長
）

で
は
、
二
月
十
日
に
全
国
連
、
県
連

合
会
、
同
商
工
会
の
共
催
事
業
と
し

て
、
I
T
経
営
気
づ
き
研
修
会
・

S
H
I
F
T
操
作
体
験
実
習
研
修
会

を
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
I
T
を
活
用
し

た
情
報
発
信
、
販
路
開
拓
を
考
え
る

方
へ
小
規
模
企
業
に
お
け
る
有
効
な

I
T
経
営
を
推
進
し
、
研
修
を
通
じ

て
情
報
発
信
の
必
要
性
に「
気
づ
き
」

を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
き
っ
か

け
と
し
、
県
連
合
会
と
綿
密
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
広
く
会
員
事
業
所

の
方
へ
の
周
知
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

▲SHIFT の操作を体験実習

　養父市商工会女性部（須田節子部長）
では、合併５周年の節目を迎え、広く女
性部を知ってもらうためにPR パンフ
レット「はいりんされへん？」を作成し
た。女性部活動やQ＆Aを掲載し、同部
長は「この機会に一人でも多くの人に入
部していただき、もっと個性と魅力ある
女性部にしたい」と話している。

「
気
づ
き
」
は
成
長
の
源

I
T
経
営
気
づ
き
研
修
会
・
S
H
I
F
T

操
作
体
験
実
習
研
修
会

〜
三
田
市
商
工
会
〜

中小企業大学校　関西校　研修のご案内
タイトル　能力開発シリーズ②成果を高める業務改善の取り組み方
日　　時　平成22年５月12日（水）～14日（金）［３日間］
対 象 者　 職場のリーダー、管理者、管理者候補、経営者・経営幹部
受 講 料　27,000円
定　　員　30名
特　　色　① 社内業務を見渡し、改善策を立案する視点や手法を学び

ます。
　　　　　② 事業成果を高めるための業務改善プランの検討を行い

ます。
　　　　　③ 長期的成果に繋がる人事・組織面の改善プランを検討

します。
講　　師　島ノ内　英久（株式会社ウィレンス　代表取締役）

タイトル　営業パーソンの心構えと基本スキル
日　　時　平成22年５月25日（火）～27日（木）［３日間］
対 象 者　営業部門の若手リーダー、新任の営業担当者
受 講 料　27,000円
定　　員　30名
特　　色　① 「これだけは身につけたい」基本スキルと実践法を学び

ます。
　　　　　②ご自身の理想像と、努力目標を検討していただきます。
　　　　　③ 互いの悩みや経験談などを受講者同士で話し合い共有

します。
講　　師　藤田　悠久雄（有限会社ウェーブ）
　　　　　波多野　卓司（経営コンサルティング波多野事務所　代表）
　　　　　若原　　健二（有限会社若原ビジネスコンサルタント　代表）

タイトル　現場改善の基本手法
日　　時　平成22年４月20日（火）～４月22日（木）［３日間］
対 象 者　生産部門のリーダー・管理者
受 講 料　27,000円
定　　員　30名
特　　色　①生産部門のリーダーが持つべき視点・心構えを学びます。
　　　　　②改善活動の基本として５Sや作業改善について学びます。
　　　　　③生産部門の役割や企業経営との関わりについて学びます。
講　　師　山名　敏文　（５S 経営研究所　代表）

タイトル　財務シリーズ①財務入門研修
日　　時　平成22年５月11日（火）～12日（水）［２日間］
対 象 者　・部門を問わず、決算書や財務を基礎から学びたい方
　　　　　・もう一度、財務の基本を学びたい方
受 講 料　21,000円
定　　員　30名
特　　色　①決算書から企業の姿を読み取る「勘所」を学びます。
　　　　　② 財務分析のプロの視点を、ビジュアルにより解説します。
　　　　　③ 倒産・成長企業から数字と経営の関連について学びます。
講　　師　横山　悟一（財務リスク研究所　代表）

養父市商工会女性部PRパンフレット
「はいりんされへん？」発行！
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但
東
町
商
工
会（
岡
田
重
明
会
長
）

は
、
平
成
二
十
一
年
度
地
域
資
源
∞
全

国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
を
受

け
、
但
東
町
の
地
域
資
源
を
背
景
に

し
た
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
仕
組
み

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
但
馬
ち
り

め
ん
」
を
活
か
し
た
取
組
み
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

１
、
事
業
の
経
過

　

但
馬
ち
り
め
ん
は
、文
化
年
間（
一

八
〇
四
〜
一
七
年
）
に
丹
後
地
方
か

ら
技
術
が
移
入
さ
れ
、
一
九
七
〇
年

代
に
は
町
内
に
あ
る
小
幅
織
機
は
約

千
三
百
台
を
数
え
た
。
現
在
で
は
海

外
の
低
価
格
品
の
輸
入
や
和
装
離
れ

に
よ
り
、
現
存
す
る
小
幅
織
機
は
約

百
五
十
台
と
な
っ
た
が
、
ち
り
め
ん

用
の
小
幅
織
機
は
力
織
機
と
し
て
希

少
性
が
あ
り
、
職
人
の
技
術
力
も
評

価
が
高
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
O
E
M
（
相
手
先

ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
兵
庫
県
立
大
学
経
営
学

部
、神
戸
芸
術
工
科
大
学
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
学
科
と
の
産
学
連
携
に

よ
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
直
接
投
入
で
き

る
商
品
開
発
を
目
指
し
、
品
質
の
良

さ
、
デ
ザ
イ
ン
、
歴
史
あ
る
高
付
加

価
値
商
品
と
し
て
差
別
化
を
図
り
、

現
在
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
い
も
の
を

提
案
し
た
。
ま
た
職
人
と
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
動
向
に
敏
感
な
地
元
出
身
の
若

い
世
代
と
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
連
携

を
図
っ
た
。

２
、
商
品
開
発

① 

小
幅
織
機
で
開
発
す
る
テ
キ
ス
タ

イ
ル
商
品
（
ス
ト
ー
ル
等
）

西
脇
市
の
播
州
織
産
地
連
携
に
よ

る
小
幅
織
機
の
製
織
技
術
を
用
い

た
ス
ト
ー
ル
を
開
発
。

② 

杞
柳
布
で
製
作
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
バ
ッ
グ
等

『
P
e
l
m
a
』（
ペ
ル
マ
）

環
境
に
配
慮
し
た
素
材
を
活
用
し

た
高
品
質
の
カ
バ
ン
小
物
を
開
発
。

③
絹
ゆ
か
た

若
者
向
け
の
新
た
な
着
物
と
し

て
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
の
学
生

と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、

但
東
町
な
ら
で
は
の
素
材
（
工

場
・
自
然
・
文
化
・
歴
史
等
）
を

デ
ザ
イ
ン
に
採
用
。

３
、
情
報
発
信
と
成
果
、
今
後
の
展
開

　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
で

は
、
但
東
町
の
自
然
豊
か
な
イ
メ
ー

ジ
を
演
出
す
る
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
販
促
用
の
カ
タ
ロ
グ
を
地
元
の

若
者
と
大
学
生
を
中
心
に
製
作
し
、

「
T
A
N
T
О

－

L
I
F
E
」（
た
ん

と
う
ラ
イ
フ
）
と
し
て
P
R
し
た
。

　

百
貨
店
か
ら
は
期
間
限
定
販
売
の

提
案
が
あ
り
、
バ
ッ
グ
は
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
ナ
チ
ュ
ラ
ル
感
を
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
展
示
会
へ
の
出
展
を
重
ね
る
こ

と
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立
す
る

た
め
に
必
要
な
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
く
。

　

こ
の
一
年
の
成
果
に
よ
り
関
係
者

間
の
結
束
が
高
ま
り
、
関
係
者
の
出

資
に
よ
る
新
会
社
「
株
式
会
社
た
ん

と
う
ラ
イ
フ
」
を
設
立
す
る
運
び
と

な
っ
た
。
今
後
、
地
域
活
性
化
の
窓

口
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
心
で
あ
る
若
い

世
代
を
中
心
に
、
幅
広
い
世
代
の
多

様
性
を
活
か
し
た
地
域
資
源
で
地
域

再
生
に
取
り
組
み
た
い
。

　

来
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

　
〝
着
た
い
･
食
べ
た
い
･
訪
れ
た
い
〞

T
A
N
T
О

－

L
I
F
E
〜
ワ
ク
ワ

▲ 新たな取り組みから産み出された
オリジナルのストール、バッグ

▲学生の感性を取り入れた「絹ゆかた」

ひょうご「企業の森づくり」
環境への貢献のため、森林整備をお考えの企業や団体等の皆様の
お手伝いをします。

●活動フィールドの斡旋
●森林整備についての助言・提案・技術指導
●施業委託先の紹介

◆お問い合わせは◆

(社)兵庫県緑化推進協会
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-18　県林業会館内
TEL 078-341-4070／FAX 078-341-4071

兵庫県農政環境部 環境創造局 豊かな森づくり課
〒650－8567
神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078-362-3144／ FAX 078-362-3954

平
成
二
十
一
年
度
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
T
A
N
T
О

‒

L
I
F
E
」
を
全
国
へ〜

但
東
町
商
工
会
〜

ク
･
ド
キ
ド
キ
を
楽
し
も
う
〜
を

テ
ー
マ
に「
モ
ノ
・
コ
ト
・
バ
イ（
買
）

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
、
地
域
資
源
を
拡

大
し
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

http://w
w
w
.tanto-life.com

/

労働基準法の一部を改正する法律（平成20年法律第89号）の概要
⑴　時間外労働の削減

 限度時間を超える時間外労働の労使による削減
特別条項付き時間外労働協定で、限度基準告示上の限
度時間（注）を超える時間外労働に対する割増賃金率
を法定（25％以上）を超える率を定める努力義務
（注）例えば、１ケ月45時間、１年間360時間など
 法定割増賃金率の引上げ　※中小企業は、当分の間、適用猶予
１ケ月60時間を超える時間外労働について、割増賃金
率を50％以上に引上げ（現行25％以上）
 代替休暇制度の創設　※中小企業は、当分の間、適用猶予
労使協定により改正法による法定割増賃金率の引上げ
分（注）の割増賃金の支払いに代えて、有給の休暇を
付与することが可能に
（注） 例えば、50％－25％＝25％（簡便化のために引

上げ前の割賃率を一律25％とした場合の例）

⑵　年次有給休暇の有効活用
 時間単位年休制度の創設
労使協定により、１年に５日分を限度として年次有給
休暇を時間単位で取得することが可能に

労働基準法が改正されます（平成22年４月１日施行）
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632 平成22年３月20日

協会けんぽにおける来年度
保険料率のお知らせ

　協会けんぽは、中小企業を中心として、従業員・家族3500万人が加入する健康保険です。

病気になった時にきちんと医療を受けられるよう、健康保険を運営しています。

　協会けんぽの健康保険料については、景気の悪化に伴い保険料収入が大きく落ち込んでい

る一方、医療費の支出が増えていることにより、厳しい財政状況となっていることから、大

幅な引き上げを行わざるを得なくなりました。厳しい経済情勢の中ではありますが、加入者

の皆様の医療と健康を支え、安心して医療のサービスを受けられるよう、このようなご負担

につきまして、ご理解をいただきますようお願い申し上げます。

全国健康保険協会兵庫支部

　兵庫支部の健康保険料率は、9.36％（現在8.20％）に、また、40歳以上の方々に対する介

護保険料率も、1.50％（現在1.19％）にそれぞれ引き上がります。変更された保険料の徴収は、

３月分（４月末までに納付いただく分）からとなります。

【加入者ご本人の保険料増加額（目安）／年間】

年　収 【医療分】 【介護分】 【合　計】

600万円 約3.5万円 約0.9万円 約4.4万円

400万円 約2.3万円 約0.6万円 約2.9万円

200万円 約1.2万円 約0.3万円 約1.5万円

＊保険料は、労使折半ですので、事業主もこれと同額の負担となります。

◆ 協会けんぽの取組み

・ 都道府県毎に加入者・事業主・学識経験者をメンバーとする会議を設け、地域の実情を踏

まえた保健事業や医療費適正化を進めています。

＊会議の日程・場所は、協会けんぽの兵庫支部ホームページに掲載しています。

・ 健康保険から支払われる医療費が増えると、加入者の皆様の保険料負担も増えますので、

薬代の負担が少なくなるジェネリック医薬品（後発医薬品）の普及や、医療機関や薬局、

整骨院、加入者などからの保険請求が誤っていないかなどの審査を強化しています。

・加入者の皆様の健康を守るため、健康診査や保健指導に取組んでいます。
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